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抄  録 本研究は，乳幼児の口周りの汚れの拭き取りによる肌トラブルを軽減することを目的とし，
口拭き用素材（清拭用布）として用いられるタオルやガーゼを中心に，肌への刺激について乾燥状態と湿
潤状態における摩擦特性から検討したものである。 
拭き取り用素材として選択した各種試料は，湿潤することにより平均摩擦係数 MIU が大きくなる傾向

が認められた。 
乾燥試料と湿潤試料の MIU を測定した結果，乾燥状態では 0.25N から 0.49N に負荷荷重が増加すると

MIU も増加する傾向が見られるが，湿潤状態では負荷荷重の増加によって，MIU は減少する傾向がある。 
MIU を摩擦力に換算し，負荷荷重を 0.25N から 0.49N に変化させた場合の摩擦力の増加率を算出した。

その結果，ほとんどの試料において，乾燥状態よりも湿潤状態で増加率が低下しており，拭く力を強くし
た場合，乾燥状態よりも湿潤状態の方が肌への負担が低減できることが示された。 

キーワード：清拭布，摩擦特性，摩擦係数，タオル，ガーゼ 
  
Abstract Damage to skin should be reduced when dirt around the mouth of an infant is wiped off. The irritation 
to skin from wiping cloths, including towels and gauze was studied in terms of frictional characteristics under dry 
and wet conditions. Samples of various mouth-wiping materials generally showed an increase in the average 
frictional coefficient (MIU) as a result of wetting. In dry conditions, MIU tended to increase with an increase in 
applied load from 0.25N to 0.49N while it tended to decrease with an increase in applied load under wet conditions. 
 Converting MIU to frictional force, an increase in frictional force with an increase in applied load from 0.25N 
to 0.49N was determined. As a result, it was shown that nearly all samples tended to decrease in frictional force 
in wet conditions rather than in dry conditions and that damage to skin can be reduced through intensive wiping 
under wet conditions. 

Keywords: wiping cloth, frictional characteristic, frictional coefficient, towels, gauze 
  
  

１．緒言 

肌に付着した汚れや水分を“拭き取る”という

行為は日常的に行われている。しかし，場合によっ
ては，その刺激によって肌トラブルを引き起こすこ
とがある。皮膚に対する拭き取り動作は摩擦による
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機械的刺激となり，肌荒れ，肌トラブルの要因の 1
つとなっている。 
乳幼児においては，身体の汚れを洗い落とした

り拭き取ったりする行為は，周りの大人，すなわち
別人が行うことになる。特に口周りは食事の食べこ
ぼしなどが付着するため，拭き取りの回数が他の身
体部位と比較して格段に多い。そのため，口周りや
頬などに赤みがあったり，肌荒れを起こしたりして
いる乳幼児をよく目にする 1)。乳幼児の肌は大人の
肌に比べて角層が薄く敏感であるため，より肌への
負担の少ない拭き取り用素材（清拭用素材）を選択
する必要がある。 
母子手帳の副読本 2)や産婦人科が妊婦の方に向け

て発行している冊子 3),4)や看護師および助産師教育
で使用されている教科書 5),6)では，沐浴用及びケア
用品としてガーゼを推奨し，出産準備品として一覧
表にも載せている。しかし，実際に一般的な安価な
ガーゼを触ってみると，それほど肌触りのよい素材
だとはあまり感じられない 7)。 
そこで本研究では，“どのような素材が肌に優し

いのか”を明らかにするために，『乳幼児の口周り
の汚れの拭き取り』に着目し，拭き取り用素材の種
類及び試料の水分状態の違いが肌へ与える刺激につ
いて，摩擦特性の側面から検討することにした。 

２．実験 

試料には，肌用拭き取り素材としてよく用いら
れるタオル（通常タオル 5 種，無撚糸タオル 4 種）
やガーゼ（3 種）と，肌への負担が少ないと考えら
れる肌着や T シャツ用のニット地（7 種），マイク
ロファイバータオル 1 種，合わせて 20 種類の布地
を選択した。 
各試料の摩擦特性について，KES-SE 摩擦感テス

ター（カトーテック製）を用いて評価した。図 1
に示すように，試料台の上に人工皮膚（バイオスキ
ン：ビューラックス製）を置き，3×3cm に切り出
した試料を摩擦子に取り付け，平均摩擦係数 MIU
を測定した。以下，平均摩擦係数については MIU
と称することにする。 
口周りの食べ物汚れ等を拭き取る際には清拭用

の布は濡らして使用することが多いことから，試料
の水分状態は，乾燥状態に加え湿潤状態の布でも測
定を行った。湿潤状態の布の水分率は，予備実験の
結果から 200％に調整することにした。摩擦時の負 

  
図 1 測定装置（KES-SE 摩擦感テスター） 

荷荷重は，標準条件の 0.49N と低荷重条件の 0.25N
の 2条件を設定した。 

３．結果および考察 

3.1 各試料のMIU の測定結果 
洗濯処理をする前の新品の試料について，0.49N

荷重下での MIU の測定結果を図 2 に示す。各試料
の MIU の値は，マイクロファイバータオルが突出
して高く，無撚糸タオルおよびガーゼ，通常タオル，
ニット地が低くなる傾向が見られる。しかし，実際
に手で触った時の肌触りは，通常タオルやガーゼよ
りも無撚糸タオルの方を肌触りが良いと感じる人が
多かった。つまり，肌触りには布の摩擦特性以外の
様々な物性が関与していることは明白で，単純に
MIU 値だけで，肌触りや肌への負担を評価するこ
とは難しいことを図 2 は示している。したがって，
摩擦特性以外の物性面からも複合的に肌への摩擦刺
激を考えていく必要があるが，本研究においては，
まずは摩擦特性の側面から肌刺激をとらえていくこ
とにする。 

 
図 2 各試料の摩擦係数の測定結果 

図 2 で示した 20 種類の試料から，通常タオル 3
種類（試料 1,2,3），無撚糸タオル 2 種類（試料 6,7），
ガーゼ 1 種類（試料 10），ニット地 4 種類（試料
13,14,15,16）の計 10 種類に試料数を絞り，10 回ま
での家庭洗濯処理を行った。乾燥方法は吊り干しと
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電気衣類乾燥機による方法の 2条件とした。 
洗濯処理前後の乾燥試料について，MIU の測定
結果（0.49N 荷重下）を図 3 に示す。洗濯処理をし
た試料の MIU は，全ての試料が新品の試料と比較
して大きくなることがわかる。これは洗濯すること
によりのり剤などが除去されることや，生地が収縮
しその洗濯収縮に伴う厚さおよび目付の増加やパイ
ルの性状変化などが原因と考えられる。この傾向は
湿潤試料においても同様に，洗濯処理後の試料の方
がMIUは大きくなる傾向がみられた。 

 
図 3 新品試料と洗濯処理試料の摩擦係数の比較 

3.2 乾燥試料と湿潤試料のMIU 値の比較 
洗濯処理後の乾燥試料および湿潤試料の MIU に

ついて，摩擦荷重 0.25Nでの測定結果を図 4に示す。
乾燥試料の MIU は 0.46～0.59 の範囲にあり，湿潤
試料は 0.6～0.72 に値を示しており，湿潤試料の方
がMIUは大きくなっている。 
次に 0.49N 荷重下で測定した MIU の結果を図 5
に示す。負荷荷重が 0.25Nから 0.49Nに増加すると，
乾燥試料の MIU は 0.5～0.57 で 0.6以下であり，試
料間の差も小さくなることがわかる。また，ほとん
どの試料で湿潤試料の MIU は乾燥試料より大きく
なる傾向が認められるが，0.6 前後でその増加の程
度は小幅であり，試料 6 と 7 に関しては若干小さ
くなっている。MIU が小さくなるこの 2 つの試料
はいずれも無撚糸タオルで，湿潤によりパイルが倒
れ，布の表面が平らになるためと考えられる。しか
し，同じパイル素材である試料 1，2，3 の通常タ
オルの MIU は大きくなっており，パイル糸のより
状態の違いがこのような差異に影響していると考え
られる。 
図 5 において，試料 6 と 7 は布を湿潤させると

MIU が低下した。過去の研究において，布は湿潤
するとの摩擦係数は大きくなることが報告されてい
る 8）～12）。本研究においても，ポリエチレンフィル
ムを対象に MIU 測定を行った。その結果，湿潤状
態の条件の方が MIU は確実に大きくなることが認
められた。本研究では摩擦の対象物に人工皮膚を使
用しているため，人工皮膚の表面の細かい凹凸が前
述のような乾湿での MIU の値に関与していると思
われる。また，接触面積の違いも摩擦特性に大きく
影響を及ぼす。これらの点についても，今後は詳細
な検討を加えていきたい。 

 
図 4 乾燥試料と湿潤試料の 0.25N荷重下における 

摩擦係数の変化 

 
図 5 乾燥試料と湿潤試料の 0.49N荷重下における 

摩擦係数の変化 

3.3 皮膚刺激に対する摩擦力からの検討 
図 4 と図 5 において注目すべきは，前述のよう
に乾燥試料の 0.25N 荷重下での MIU が 0.46～0.59
で，0.49N の場合は 0.5～0.57 であり，湿潤試料の
MIU は 0.25N 荷重下の場合は 0.6～0.72 であるのに
対し，0.49N では 0.6 前後の値を示している。すな
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わち，MIU に対する負荷荷重の影響に着目してみ
ると，負荷荷重が増加したとき，乾燥状態では摩擦
係数が増加するのに対し，湿潤状態では摩擦係数は
減少することがわかる。 
そこで，布で人工皮膚を摩擦した時の摩擦力に
着目して検討することにしたい。摩擦力 F(N)は，
MIUと負荷荷重から算出できる。 
当然のことながら，どの試料においても乾燥・
湿潤にかかわらず，0.25N よりも 0.49N の場合の摩
擦力の方が大きくなる。しかし，その増加の度合い
は乾燥状態の方が湿潤状態よりも大きくなる傾向が
認められた。そこで，以下に示す式で，負荷荷重を
0.25N から 0.49N に変化させた時の各試料の摩擦力
Fの増加率(％)を算出した。ここで F0.49は 0.49N荷
重下での摩擦力，F0.25は 0.25N 荷重下での摩擦力で
ある。 
  
Fの増加率＝       ・・・（1） 
  
図 6 に乾燥試料と湿潤試料について，算出された
摩擦力の増加率を示す。グラフより，全ての試料に
おいて乾燥状態よりも湿潤状態の方が摩擦力の増加
率が小さくなることがわかる。つまり，この結果に
は，肌の汚れを拭き取る際，拭き取りの力を大きく
する場合には，湿潤した方が肌への負荷が軽減され
ることが示唆されている。生活の中で肌を拭き取る
際の負荷は，汚れの付き具合によっては今回の実験
条件（0.49N）よりも大きくなることも予想される
が，そのように負荷荷重が増えた場合の摩擦力の増
加を，布を湿潤させることで低く抑えることができ
ると考えられる。 

 
図 6 低摩擦荷重から高摩擦荷重への変化に伴う 

摩擦力の増加率 

以上の結果より，肌への押し付け力が大きくな
った場合の摩擦力は，乾燥状態よりも湿潤状態の方
が小さくなることを示している。実際に肌の汚れを
拭き取る場合，汚れの程度が大きくなれば，強い力
で拭くことになるであろう。その際に布を湿潤した
方が，摩擦力の増加を抑えることができると考えら
れる。したがって，布で肌を拭き取る際は湿潤させ
る方が好ましいといえよう。 

４．結言 

本研究は口拭き用素材としてよく用いられるタ
オルやガーゼを中心に，肌への刺激について乾試料
と湿潤試料の摩擦特性から検討したものである。 
拭き取り用素材として選択した各種試料は，湿
潤することにより MIU は大きくなる傾向が認めら
れた。一方，人工皮膚摩擦時の荷重変化に着目する
と，負荷荷重が増加したとき，つまり 0.25N荷重か
ら 0.49N荷重に変化させると，乾燥状態では摩擦係
数が増加するのに対し，湿潤状態では摩擦係数は減
少する傾向が見られた。このことから，実際の肌へ
の刺激は拭き取るときに肌に加わる力から考える必
要があることが示された。 
そこで，MIUから摩擦力を算出し，負荷を 0.25N
から 0.49Nへ変化させた場合の摩擦力の増加率から
検討した結果，いずれの試料も乾燥状態よりも湿潤
状態の増加率が小さくなることが明らかとなった。
つまり，肌への押し付け力が大きくなった場合の摩
擦力は，乾燥状態よりも湿潤状態の方が小さくなる
ことを示している。したがって，摩擦刺激の観点か
らいえば，布で肌を拭き取る際は湿潤させる方が好
ましいと考えられる。 
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